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全員元気で ２学期スタート
８月２５日、始業式をして２学期を始めました。
始業式では「西方小学校の目指す子ども」の「にしがた」に「つ」と

「こ」を加えた「にしがたっこ」を頭文字にした言葉を示し、今学期も
自分なりの目標をもって、元気でがんばるように話しました。

【２学期 西方小の目指す子ども】
に にこにこと生活できる子ども
し しなやかに考える子ども
が がまん強くやりぬく子ども
た たくましく元気な子ども
っ 「つわもの」の力をもつ子ども
こ コロナに負けない子ども

「つわもの」とは一芸に秀でたものを指します。子どもたちには、「漢
字なら誰にもまけない、計算は早く正確にできる、走るのが速い、絵を
描いたり工作をしたりすることが好きなど、自分が得意なもの、好きな
ものをどんどんやっていって『名人・つわもの』と言われるようになろう。」と話しました。
「コロナに負けない子ども」は「新型コロナウイルス感染症にからないように日頃の生活を気をつ

けることや、もしこの学校や周りの人に新型コロナウイルス感染症にかかった人が出ても、思いやり
の気持ちをもつことができること。」を言いました。
残暑厳しい毎日ですが、５７人の元気な姿は頼もしい限りです。１学期の行事の延期もあり、忙し

い２学期になりそうですが、コロナウイルス感染予防を十分に意識しつつ、５７人がそれぞれの力を
精一杯発揮して、伸びてくれることを期待します。

のびのび西方っ子体験活動【８月２２日】
学校運営協議会の委員さんが実行委員とな

って今年も高梁川で「のびのび西方っ子体験
活動」が行われました。今年で３回目となる
この企画ですが、児童３１人が参加しました。
児童は、午後１時から２時間ほど、酷暑の中、
タイヤチューブで川下り、生き物観察、化石
掘りと思い思いに楽しんでいました。この様
子はテレビや新聞で紹介されました。地域の

自然に触れ、その体験を通して自然のよさはもちろん地域のよさを感
じる。毎年、その目的が達成されており、うれしく思います。
学校運営協議会のみなさんには草刈りや活動計画などの事前の準備

と打ち合わせ、当日の運営などでお世話になりました。また、西方ふ
れあい振興会のみなさんには活動の補助や安全確保をしていただき、
事故もなく終えることができました。さらに多くの保護者のみなさん
も様子を見てくださいました。みなさんありがとうございました。

西方小だより
令和２年９月１日〔火〕５号 文責 校長 西岡 宏
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ＰＴＡ資源回収・奉仕作業（８月２２日）
資源回収には地域のみなさんのご協力

で昨年より多くの資源が集められまし
た。また、引き続いての奉仕作業では保
護者のみなさんと５・６年生の児童が一
緒に学校をきれいにしてくれました。お
かげで気持ちよく２学期がスタートでき
ました。
夏休み最後の貴重な土曜日でしたが保

護者のみなさんには早朝からありがとう
ございまし
た。
資源回収の
収益はＰＴ
Ａの活動に
使わせてい
た だ き ま
す。

コロナ禍で考えること

９月の行事予定
始業式で「コロナに負けない子ども」の話の中で「新 ２日（水）学び愛タイム

型コロナウイルスに感染しない生活をするとともに、も ３日（木）ＳＳＷ来校
し、学校の中や地域の人が感染したら、その人を思いや ４日（金）漢字にチャレンジ
る気持ちをもつ子どもになろう。」ということを添えまし ７日（月）児童集会
た。 ８日（火）出前福祉授業（４年生）
感染者が出た家庭や会社、学校などでは誹謗中傷（ひ ９日（水）宿泊研修（５年生）

ぼうちゅうしょう）を受け、通常の仕事や業務ができな １０日（木）宿泊研修（５年生）
かったり、関係者が精神的に参ってしまったりしている 登校指導
などの話を聞きます。９月１日は大正１２年（1923)年 １１日（金）計算にチャレンジ
に起きた関東大震災から９７年目。防災の日とされ、地 １４日（月）児童集会
震に対する備えを見直す日ですが、震災の陰で朝鮮の人 １５日（火）ＰＴＡ交通査察
たちが暴動を起こしたり、日本人に危害を加えたりする １６日（水）クラブ活動
といった根も葉もない噂が広まり、朝鮮の人が殺害され １７日（木）参観日（授業参観・学級
たり、暴力を受けたりした事実があります。１００年ほ 懇談・ＰＴＡ運営委員会）
ど前の愚かな人間の所行を、現在も「言葉による暴力」 １８日（金）漢字にチャレンジ
で繰り返していると言えます。 ２１日（月）敬老の日
折しも８月３１日の朝日新聞の朝刊の社説には「コロ ２２日（火）秋分の日

ナと中傷 差別許さぬ姿勢を共に」という標題で、「感染 秋の交通安全県民運動 ～３０日
する可能性は誰にでもあり、感染者を責めたところで何 ２３日（水）登校指導、委員会活動
の安心も安全も得られない。コロナの時代にどう向き合 ２４日（木）登校指導、下校指導
うか、一人ひとりが問われている。」とまとめられていま ２５日（金）登校指導、移動図書館車
す。みんな自分のことではないと思っており、かかった 計算にチャレンジ
人がいたら「気の毒になあ」と心配はしますが、もし身 ２８日（月）登校指導、児童集会
の回りに感染した人が出たら、どんな思いをし、どうす 看護学（公立大学生）実習
るでしょう。誹謗中傷ではなく、その人のためにできる ２９日（火）登校指導
ことをしてあげたい、協力をしたいなど、お互いが思い 看護学（公立大学生）実習
やりの心で暮らしていけることが必要だとつくづく思い ３０日（水）登校指導、学び愛
ます。市内で感染が確認されても、あたたかく見守られ、 ＰＴＡ交通査察
早く回復できる、そんな地域でありたいものです。

つぶやき


